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「face to faceを科学する」 月刊イベントマーケティング

表も裏も両面知るからもっと深〜く楽しめる
　表紙の写真は本紙８p（裏面）で紹介した

「e-Circuit」での『グランツーリスモ 真剣勝

負・自動車メーカー対抗戦』の出場選手入場

の一場面。観客は入場コールに「わぁーっ」

「おぉっ！」と歓声をあげていた。

　こんな風に空間全体を赤く、色で染めてい

たのは入場のシーンなど、レース本番の前後

だけ。いざレースがはじまると、ステージ左右

に水平に流れるLED の光は白の光に変わる。

観戦者がレース画面を映すスクリーンに集中

できるようにするためだ。

　「e-Circuit」は、“e-Motor Sports”のリアル

イベントとして展開された。日本で e-Sports

イベントがふえてきているものの、プレイヤー

や観戦者、企画・運営者も経験が少ないなか、

この場の体験者からは写真とともに「ちゃんと

スポーツだった」「本物だった」「ゲームがリア

ルを追求し続けたことで、スポーツに昇華した」

といった表現でポジティブな発信がされてい

た。その言葉からは、本物のスポーツ観戦の

興奮ぶりがうかがえる。

「今回のような舞台で走れるように練習してい

こう」といったプレイヤー側からの声もある。

スポーツとしてはもちろん、イベントの新しい

分野のこれからに、エンタメとしても、マーケ

ティングアプローチとしても、演出手法を含め

てワクワクしながら表舞台と舞台裏とを取材

した。

　e-Sports の観戦に欠かせないのが、映像機

器。そんな文脈で、ライブ・エンターテイン

メント向けの機材やサービスが多く出展する

「Inter BEE 2018」を巡ろうと思っている。

今月のインタビュー
（一社）日本エレクトロニクスショー協会

Inter BEE プロジェクトマネージャー
石崎 芳典さん

特集
2019 年に“くる”
最新 EventTech
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「ラグビーワールドカップ 2019」でも活躍⁉

４Ｋ ＨＤＲ中継車

　今年の５月に開発されたばかりの「大型４

Ｋ ＨＤＲ中継車 R−２」は、スポーツ中継が

できる大きさの最新型。

　映像総合プロダクションのテーク・ワンでは、

プロ野球中継やサッカー中継、アーティストの

ライブ中継などを行っている。カメラが 50 台

以上のコンサート中継からコンパクトなイン

ターネット中継まで、あらゆる中継スタイルに

対応する。

　スポーツスタジアムやライブ

会場などでもメディアセンター

が用意されている場合もある

が、まだハイビジョンの２Ｋ対

応のシステムも多く、４Ｋの高

精細な映像を映し出す際には

「４Ｋ ＨＤＲ中継車」が駆けつ

ける。来年の「ラグビーワール

ドカップ 2019」での活躍も期

待される。

スポーツ・エンタメのライブビューイングに⁉

  ８Ｋプロジェクター

　デルタ電子がデルタグ

ループ関連 会 社の Digital 

Projection Ltdと共同開発し

たプロジェクター「INSIGHT 

Laser ８Ｋ」が 10 月から日本

で正式販売を開始した。

　「INSIGHT Laser ８Ｋ」は

DLP® 方式のレーザープロジェクターでは世

界初の８Ｋの解像度を実現。25000lmという

高輝度・長時間運用も可能で、高精細で臨場

感にあふれる映像を再現できるようになった。

2018 年 12 月に 4K・8K の実用放送を開始す

る日本市場に力を入れる。

　パブリックビューイング、テーマパーク、プ

ラネタリウムなどのほか、メガイベントでは

８K ディスプレイ技術や５G データ伝送な

ど、世界へ向けた展開が予想される。実際

に、プレス発表が行われた上映コンテンツに

は「東京ガールズコレクション」（IMAGICA 

GROUP 制作）での事例を紹介。スポーツイ

ベント、ファッションショー、演劇など、現場

の臨場感をそのまま捉えることができる。

　11 月14日〜 16日幕張メッセで開催される

「Inter BEE 2018」では、アストロデザイン /

デルタ電子ブースで「INSIGHT Laser ８Ｋ」

が登場する。（「Inter BEE」については本紙

５p 記事参照）

イベントを、もっとラクに、
　　もっと楽しくできるはず

主催者の方々には、イベント参加者を満足させることに集中して欲しい。そんな想い
から生まれた、イベント主催者向け情報サイトが「イベントバズール」です。
イベント会場、集客ツール、運営サービス、ケータリング、などなどイベント開催に
欠かせない情報を、ワンストップでチェックできるサイトを目指しています。

いま、イベントバズールは、皆さまのお役に立つため、さらに見やすく、さらに情報
を増やして、生まれ変わろうとしています。

ただいま、リニューアル中
もう少々お待ちください

掲載社・サービス・イベント告知　募集中

http://eventbuzzle.com

今なら無
料

2019 年に          最新 EventTech“くる”
　日本で国際メガイベントの開催が続くゴールデン・スポーツイヤーズ。ラグビーワールドカップは 2019 年 9 月。もうそこまで来て
いる。前回の東京五輪では、カラーテレビが普及、新幹線・高速道路が開通。メガイベントは新しいテクノロジーを生んできた。今回の
特集では、４K 中継車、高輝度プロジェクター、顔認証、アプリなど 2019 年以降のイベントを彩るツールやテクノロジーを紹介する。
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KAOPASS 動画のヒトに聞いてみた !

スポーツテック加速へ
電通がスタートアップ支援

　プラットフォームの提供だけでなく、イ
ベント主催者のさまざまな悩みを解決し、
イベント運営全体の受託しているイベント
レジストではイベント制作・企画のスタッ
フを募集している。
　新卒で入社した谷川ゆりかさんは「さま
ざまなバックグランドをもつ先輩がいて、
システム連携やデータ活用で提案したり、
主催者の悩みを全部相談にのっていたり
と、本当に同じサービスを提案しているの

　電通と米国の投資会社Scrum Ventures 

LLC が、スポーツ分野で優れた技術や事

業アイデアを持つスタートアップを世界か

ら募り、メンタリングや競技団関係者・選

手をアドバイザリーボードに迎えてネット

ワーキングとプレゼンテーションの機会

も提供する。「SPORTS TECH TOKYO」

　8 月 29 日に開催された BACKSTAGE で

参加者が最初に驚いたのは KAOPASS（カ

オパス）。タブレットに顔を近づけるだけで

ピピッと受付できる。

　「受付はトラブルがなければ十分という考

え方もありますが、参加者が最初に触れる場

所であり、イベントの玄関みたいなもの。主

催企業のイメージにつながるところなんで

す」と KAOPASS を提供するイベントレジ

ストの村松烈さんは話す。本人確認や転売防

止といったイベントでのニーズのほかに、通

常素通りしている受付を新しい体験価値提供

の場に変える。

　KAOPASSはNECの顔認証クラウドサー

　アプリ制作を手がけるブレイブソフトは、イ

ベントに特化した「eventos」事業を立ち上げ、

展示会や企業イベントのアプリで業界屈指の

シェアを誇る。イベント運営に必要なコンテン

ツを多数ラインナップすることで、最短 5日で

のアプリ制作、経費削減、行列の解消などが

可能。ビーコンを使った来場者行動解析、プッ

シュ通知によるリアルタイム集客など、イベン

トの付加価値をあげる取組みも行っている。

　先進技術の開発や導入の活用を推

進するため、テクノロジー系企業が

あつまり情報技術の共有、共同開発

や実証実験を行う「未来チャレンジ

コンソーシアム」が設立された。設

立時点の参加企業は、ブレイブソフ

ト、トランスコスモス、レノボ・ジャ

パンなど 8 社。

　設立発表会のパネルディカッションではブ

レイブソフトの菅澤英司 CEO が「ビジネス

発展のためにイベントは大きな役割を果たす。

継続的コミュニケーションをとるチャットや、

ビーコンの位置情報などイベントのアプリでも

先端技術の活用が進んでいる」と語った。

　現在ブレイブソフトでは、さまざまな新機能

を盛り込み「eventos1.0」の名前で年明けの

リリースへ向け開発中。「1.0」には、来場者同

士のチャットができるポータル機能、UI・UX

向上、電波が繋がりにくい会場でも快適に操

作できるネイティブ機能など、利用者・主催

者の利便性を向上するコンテンツが多数含ま

れるという。

かなと思うほど」と最初は驚いたという。
　「自由というか、大人ベンチャーといい
ますか、任されているという実感があり
ます。会社のやり方が決まっているので
はなく、それぞれのメンバーに合ったや
り方があり、CEO のヒラヤマはそれにア
ドバイスをする。そんな企業カルチャー
が良いという人と一緒に働きたいですね」
と村松さんは話す。その他詳細は info@
eventregist.com まで

を日米で開催。

　募集期間は来年 1 月 8 日まで。事業開

発ラウンドは来年 1 月から約半年間、キッ

クオフ、マッチング、メンタリングなど。

活性化ラウンドは来年中盤から約半年間。

プロダクト・サービスに合わせた実証実験

などを行う。

モニック株式会社 〒342-0015 埼玉県吉川市大字中井20番地1
TEL 048-984-0230　／　FAX 048-984-0231

新カタログ制作中

ビス「NeoFace Cloud」とオンラインイベ

ントプラットフォーム「イベントレジスト」

を組み合わせたサービスだ。空港のセキュリ

ティのような大規模システムではなく、クラ

ウドとタブレットで運用される KAOPASS

は、設置が簡単でメンテナンスも不要だ。

　顔認証というわかりやすく驚きがある体験

が評判をよび、村松さんは多くの引き合いに

対応する日々だという。

前半：事業開発ラウンド
スタートアップ
募集期間（選考）

キックオフ

2019年1月 2019年中盤 2019年末

マッチング メンタリング ワールド・デモデイ

後半：活性化ラウンド

ショーケーシング・デイ

アプリが変える参加者体験

先端技術企業のコンソーシアムに参画

年明け発表へ

顔認証の動作はスムーズ

受付ってイベントで最初の体験なんです
イベントレジスト　村松 烈さん

イベレジで一緒に働こう !
イベントレジスト 谷川 ゆりか さん

イベントス 1.0
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【ビッグサイトを学生クリエイターが染める】

有明冬フェス 2018
東京国際プロジェクションマッピングアワード
　東京ビッグサイトの特徴的な建築

デザインに、プロ顔負けのクオリティ

をもつ学生作品が投影される。11 月

17日（土）に開催される「東京国際

プロジェクションマッピングアワー

ド」がその舞台だ。

　今年のテーマは「JAPAN」。最

終審査に残ったのは、日本全国の 15

チームと、カナダから参加のケベッ

ク大学モントリオール校。当日は、

投影・審査のほか作品と花火のコ

ラボレーションも楽しめる。優秀作

品はアワード終了後も定期的に東京

ビッグサイトで上映される。

　映像関連の事業を行うIMAGICA 

GROUP のなかで、弊社はクリエイ

ター求人情報や人材紹介、求人イベ

ントなどを手がけています。

　国際的なスポーツイベントの開催

など屋外空間の映像コンテンツの需

要がますます高まっています。プロ

ジェクションマッピングをやりたい

学生も多いのですが、スマホやモニ

ターの画角だけでしか体験できない

と、学生の空間映像のクリエイティ

ビティが向上しません。立体錯視を

利用した高度な作品となると、高価

な機材の手配や投影する建造物の使

用許可などが必要ですが、学生には

ハードルが高く、このアワードが貴

重な機会となっています。

　過去のノミネート作品には、プロ

とは別なアプローチも多く、私達に

も刺激になっています。映像系だけ

でなく、建築系、技術系、美術系な

ど多様な学生がチームを組んでいる

からかもしれませんね。

　このように大規模で実施する学生

の空間映像コンテストは海外にもあ

まりないようです。家族連れでプロ

ジェクションマッピングが楽しめる

のは、映像産業の発展以外にも都市

の安全性など様々な要素が必要だか

らかもしれません。今後は海外から

の参加者も増えて、空間映像の国際

的な登竜門にしていきたいですね。

　

　2014 年から、デザインが特徴的

な東京ビッグサイトの会議棟壁面を

使ったプロジェクションマッピング

を実施していました。「屋外の大空間

にそびえ立つビッグサイトの壁面に

学生の映像作品を投影できたら、学

生にとってすばらしい経験になるの

で是非！」」と実行委員会からラブ

コールをいただいたのがアワードに

参画したきっかけです。

　弊社としてはイベント・演出関係

における次世代の人材育成に貢献で

きるのは嬉しいことです。また、ア

ワード受賞作品は定期的に上映して

おり、展示会来場者や近隣エリアで

働いている方や住民の方に見ていた

だくことで、東京ビッグサイトとして

地域の賑わいづくりに貢献させてい

ただいています。

　当日は、アワード以外にも、花火

の打ち上げや無料ドリンクサービス

などを実施し、有明地域の事業者さ

んの協力もいただいて、有明地域の

冬フェスとしてイベントを盛り上げ

ていきます。

名称：有明冬フェス東京国際プロジェ
クションマッピングアワード 
日時 ： 2018 年11月17日（土）
16:30 開場／ 17:00 ～ 19:00（上映
会＋花火）／19:30 ～（表彰式）
場所 ： 東京ビッグサイト 会議棟前広場
入場：無料

空間映像の登竜門に
アワード実行委員会

㈱イマジカデジタル
スケープ
早川正祐さん

㈱東京ビッグサイト
井上真弓さん

特徴的デザイン活用
と地元貢献
有明冬フェス主催

 　２年連続で最優秀に輝いているデジタルハリウッド大学４年生の松
本豊さんは今年、東京工芸大学・日本大学との混成チームまどろ３を結
成。多様な要素が混じり合った日本の文化を、壊して新しいものをつく
るスクラップビルドという行為を
通して表現する。
有終の美を飾れるか？
出場全チームの紹介と作品紹介は
公式ウェブサイトに掲載されている。

（https://pmaward.jp）

連続王者はテーマ「JAPAN」にどう挑む

まどろ３のエントリーシートより
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株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040

URL : http : //www.suzukidenki.co.jp

MEET UP の
プロデュースも
頑張ります…

InterBEE の
電気工事
任せたぞ！

インメント分野で期待されているテ

クノロジーです。従来のスマートフォ

ンの 100 倍の通信速度があると一般

に言われています。映画一本が超速

でダウンロードできたり、高精細映

像もストレスなくストリーミングで受

信できたりするなど、映像ビジネス

が変わります。

　昨年から Inter BEE では通信業

者のセッションはありましたが、今

回は NTTドコモ、KDDI、ソフトバ

ンクの通信キャリア３社が揃い、そ

れぞれお話いただく「５G セッショ

ン 2018」（11/16）の基調講演を行い

ます。NTTドコモブースでは実際に

５G の画像を高精細映像で体験でき

る５G デモバスが展示されます。

　５G は高速大容量・同時多発接続・

低遅延の特徴があります。コンテン

ツホルダーさんや映像制作会社さん

に体験し、イメージを膨らましてい

ただけたらと思っています。

初の同時開催！
DIGITAL
CONTENT EXPO
　 今 年 は じ め て DIGITAL 

CONTENT EXPOとの同時開催を

行います。（一財）デジタルコンテン

ツ協会さんとしては、よりビジネス

として社会実装されるイベントへの

シフトを検討されていました。Inter 

BEE では、メディア& エンターテイ

ンメント分野の新たなユーザ体験を

提示する場として、「コンテンツ」を

中核に位置づけ、「つくる( 制作 )」「お

くる ( 伝送 )」「うける ( 体験 )」の要

素を網羅した「メディア総合イベン

ト」への発展をテーマにしています。

この方向性が一致し、スムーズに同

時開催が決定しました。

　今回、54 回目の開催の目玉として、

中央エントランスの入り口コーナー

と（一社）放送サービス高度化推進

協会ブースで４K８K によって変わ

る番組コンテンツを、また、NHK/

JEITAブースでは東芝、シャープな

どメーカー各社からチューナー搭載

の最新テレビの展示と新しい制作フ

ローなどを体験いただけます。

　４K８Kによる効果には、高精細、

臨場感のある高品質コンテンツで、

ライブ映像やスポーツ観戦も没入感

ある身近なものになることが予想さ

れます。

映像・エンタメ分野でも期待！

2020 年サービス開始
の５G

　2020 年に向けてサービスを開始し

ようとしている５G（第５世代移動通

信システム）は、映像・エンターテ

新４K８K衛星放送開始直前！

放送事業者９社が
メッセージ
  12 月１日からいよいよ新４K８K

衛星放送が開始します。Inter BEE 

2018 の会期２週間後にサービス開始

という直前のタイミングです。放送

機器の受像機側であるテレビを市場

に投下していく時期。主催団体の（一

社）電子情報技術産業協会（JEITA）

では、啓発活動の一環として「Inter 

BEE 2018」でも広く一般に向けて紹

介しています。

　具体的には、今回、「Inter BEE 

2018 Opening & Keynote」として、

初めてオープニングセレモニーと基

調講演を一体化し、500 名規模で実

施します。放送サービスの開始につ

いて衛星放送事業者９社によるメッ

セージも紹介されます。展示では、

制作機器のイメージから、コンテン

ツの切り口、サービスの切り口など、

新たな視点がポイントと謳っている

こと自体が、特徴かと思います。

＜編集部のオススメ＞
樹木・芝生・砂浜の憩いエリア
――INTER BEE CREATIVE 
MEET-UP

　クリエイティブな出会いの場と

して、昨年から登場した「INTER 

BEE CREATIVE MEET-UP」。今

年も、憩いの場、出会いの場として

来場者に活用してもらうための企画

準備が進められている。今年はクリ

エイター育成団体 VOOKと協力し、

ワークショップエリアを確立。ホー

ル８の一角にある樹木や芝生、砂浜

を目印に行くべし！

一般社団法人日本エレクトロニクスショー協会 Inter BEE プロジェクトマネージャー   石崎 芳典 さん   

コンテンツ・サービス切り口へ
開催間近！直前インタビュー ▶️「Inter BEE 2018」

11月14日から16日までの３日間、「（第 54 回）2018 年国際放送機器展」（Inter BEE 2018）が幕張メッセで開催される。
ライブ・エンターテインメント業界にとってもトレンドをつかむ専門展示会として、今回の見どころ、今年のキーワードを
中心にInter BEE 2018 の歩き方をうかがった。
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#06 株式会社道艸舎

「知る」「学ぶ」「体験する」から伝わること

８月に行われた特別な茶道講座「奈良で茶道はじ
め ～『茶論』で学ぶ、美しいお茶～ 」の体験イベ
ント

図●特別な茶道講座
「奈良で茶道はじめ 〜『茶論』で学ぶ、美しいお茶〜」

　マーケティング施策を再考している方に
お届けするコーナー。キュレーションアプリ
antenna*に掲載されたイベント企画仕掛け人
の先輩に「なぜイベント？」「効果は？」と素
朴な疑問を聞いていきます。

＊　　　　　＊　　　　　＊
　創業より茶道とつながりの深い中川政七商
店のグループ会社である道艸舎（みちくさや）
が、2018年春に立ち上げた新ブランド『茶論（さ
ろん）』。この 8 月に antenna*と共同で“ 特別
な茶道講座「奈良で茶道はじめ 〜『茶論』で
学ぶ、美しいお茶〜」”と銘打った体験イベン
トを開催した。その狙いや効果とは。

Q.なぜイベントを開催したのですか

　『茶論』が開催している茶道講座は、「もっ
とニュートラルに、自由に茶道の文化にふれて
ほしい」「日常の中でお茶を愉しんでほしい」
という思いから生まれたものです。普段着で
参加でき、稽古はテーブル席で行うなど、堅
苦しさや敷居の高さを感じずに新たな発見を
取り入れる感覚で茶道に親しめる講座なので、
新しいことに敏感で自分を高めることに意欲
的なantenna* のユーザーさんとターゲットが
重なると考え、イベントの共同企画を決めまし
た。

Q. 体験設計のポイントは

　お茶を淹れる・点てるだけでなく、茶道文
化を「知る」「学ぶ」という講義の時間もたっ
ぷり取り入れた構成にしました。私たちが伝
えたいのは、お茶を点てる技術だけではなく、
茶道文化そのものだからです。そのため、講
義の時間では人に話したくなるような面白い発
見や気づきを得られるような内容にすることを
心がけました。これらはすべて、本講座と同
じ考え方です。もちろんお茶を実際に点てて
いただく時間も設け、本講座で経験できるこ
とを90 分に凝縮した体験設計をしました。

Q. antenna*とコラボ企画のメリットは

　antenna*さんからは「今回改めて企画を立
てる必要は無い。普段店舗で行っている体験
講座がベースで十分」との旨を伝えられまし
た。私たちが普段行っている体験講座と同等
のものをantenna* のユーザーさんに体験して
もらうことによって、新たな価値が生まれる、
とご提案いただいたのです。正直ブランドの

立ち上げ期はとても忙しいので、その言葉を
聞いて実施のハードルが下がりました。

Q. 具体的な手応えは感じられましたか

　新しいことを自ら見つける力があり、それ
を自分なりに楽しむことができる……といった
我々が求めるターゲット像にぴったりの方々に
参加してもらえたのは大きいなと思います。参
加者からも「茶道のイメージが変わった」、「と
ても楽しめたので、自分の周りの人たちにも伝
えたい」など、ポジティブな反応をいただけて、
それこそがこのイベントのゴールでもあったの
で、成功したと感じています。

Q. 今後のイベント開催の予定は

　今回とても良い手応えを感じられたので、
またぜひコラボレーションできたらと思いま
す。9 月には東京にも新店舗がオープンします
し、その後は全国展開も視野に入れています
ので、それぞれの土地柄に合わせたやり方で
プロモーションしていけたらと思っています。

そうか !

藤本 諭美さん
株式会社道艸舎
茶論 店舗
ディレクター

　一般社団法人日本イベント産業振

興協会（JACE）が第 5 回 JACE イ

ベントアワードの募集を開始した。

　2018 年に国内外で行われたイベン

トを対象に、経済効果、地域への集

客及び交流人口の増加、海外に対し

て我が国の魅力を発信する効果、今

後のイベントに影響する技術や創造

性を顕彰している。募集期間は来年

3 月6日まで。

　最優秀賞経済産業大臣賞（日本イ

ベント大賞）１作品（賞金 30 万円）、

優秀賞（部門賞） 5 〜 7 作品（各 10

万円） 、「イベントプロフェッショナ

ル賞」1 作品（30 万円）が選ばれる。

選考は、「コンセプト構築力」、「イノ

ベーション活用力」、「オペレーショ

ン＆マネジメント力」、「インパクト創

出力」、「経済波及効果及び集客効果」

を基準に行われる。

日本の魅力発信する革新的イベントを顕彰
――第 5 回 JACE イベントアワード募集開始会

日経イベント・プロ設立 空間活用の“革命”を語る

　日経グループの新イベント会社、

㈱日経イベント・プロが 10 月1日発

足。元日経ピーアール取締役副社長

の今井秀和氏が代表取締役に就任。

　にぎわい空間研究所が企画・

運 営 す る「 にぎ わ い 空 間 創 出

FORUM2018」が開催された。不動

産、空間、ライフスタイルをテーマ

にした空間ビジネスの先端の取組み

が紹介された。第４回日本イベント大賞「花いけバトル」

文化を学んでから自分で
点てたお茶は格別
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D M O / I R 地域を活性化する
イベント 次の１1月30 日号で特集します（仮題）

12 月 27 日 先取り！ 2019 年のイベントトレンド
1 月 31 日 イベントのマンパワー
2 月 28 日 空間ディスプレイ
3 月 31 日 イベント会場最新情報
4 月 30 日　集客を増幅させるテクノロジー

広告出稿の問合せはこちら▷株式会社 MICE 研究所  
                                    info@event-marketing.co.jp　（担当：田中力）　　

ディーラーのコスプレするかも♡

からの大事なお知らせ

里山の四季美で
自然とつながる

市内最大級の
パーティ会場として

  国立京都国際会館のニューホール

が 10 月に開業。10 月３日・４日には

「ニューホール Experience Day」を

実施。既存・新規顧客とMICE 業界

関係者約 400 名が参加した。

　日本初の国立の国際会議場として、

1966 年に国立京都国際会館が開館、

1985 年にイベントホール、1998 年

にアネックスホールが完成して以来、

ニューホールは 20 年ぶりに新設され

た多目的ホールとなる。

　今回の建設理念には、これまでの

50 年間大切に守られてきた国立京

都国際会館の設計思想をふまえ、こ

れからの 50 年をつなぐデザインを

採用。自然環境に調和するガラス屋

根からは、ホワイエに光が降り注ぎ、

梁のつくる影はモダンアートのよう

にもみえる。また、外部と内部を結ぶ、

迎え入れ空間の歩廊には、里山の四

季を象徴する草木、水琴窟のある庭

　もともと「イベントホール」は京

都市内でも最大級の飲食・パーティ

会場だった。今回のニューホールの

開業によってパーティ会場としての

利用ニーズは高まることが予想され

る。そこで、会館では、「えらべる」ケー

タリングサービスを開始した。ICC 

Kyoto ケータリングサービス（国立

京都国際会館食堂）、グランドプリン

スホテル京都の２社に加え、新たに

京都東急ホテル、京都ホテルオーク

ラ、ハイアットリージェンシー京都の

ホテル３社の計５社から選ぶことが

できる。

　「ニューホール Experience Day」

の体験プログラムでは、５社の試食

タイムが実施されたほか、会場の演

出を体験できる映像デモンストレー

ションも展開。ニューホールは三面

270 度の白い巨大壁面をそのままス

クリーンとして投影することができ、

デモでは風神雷神図屏風のダイナ

ミックなシーンからはじまるプロジェ

クションマッピングが展開された。

を設える。新しい施設にも、周囲の

山並みと調和し、日本庭園を有する

国立京都国際会館らしい自然とのつ

ながりを感じながらコミュニケーショ

ンする場の機能美があった。

　2000㎡のニューホールは、既存

のイベントホール（3000㎡）に

隣接して建てられ、一体利用では

5000㎡の空間として、4000 名を超

える大型催事が同じゾーンで開催で

きる。また、２館の組合せ利用で、

表彰式とパーティ、展示会とセミ

ナー、イベント会場と受付エリアな

ど、異なるシーンへの展開ができる。

　平成 30 年度以降には、2019 年９

月に 3000 人規模の「第 25 回世界

博物館会議（ICOM2019）」、2020

年４月に 4000 人規模の「第 14 回

国連犯罪防止刑事司法会議」などが

予定されている。

　今回のニューホール開業による拡

大を機に、2020 年東京五輪前後の

訪日招待者等の増加にともなって需

要が高まる企業インセンティブにも

２館一体、あるいは１館単独での展

開は、演出面でも使い勝手が良さそ

うだ。

4000 名超えの
大型催事対応も

ニューホール
OPEN

国立京都国際会館

ニューホールの内観

控え室前の水琴窟

ホワイエ出入口前の歩廊
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　お台場一帯で開催された「東京モー

ターフェス2018」（10/6 〜 8）。今回

より日本自動車工業会（JAMA）が

主催し、過去最大の 40を超えるプロ

グラムを展開。延べ 21 万 8000 人を

動員した。そんななか、ひときわ前の

めりな参加者が集まる空間があった。

MEGA WEBで行われた「e-Circuit

（イーサーキット）」だ。

　ここでは PS４のレーシングゲー

ム「グランツーリスモ SPORT」をつ

かって、e-Sports のモータースポー

ツカテゴリー「e-Motor Sports」を

展開。FIA（国際自動車連盟）初

の e-Motor Sports 公式戦「FIA グ

ランツーリスモ チャンピオンシップ

2018 ネイションズカップ アジア・オ

セアニア選手権 決勝」が行われるな

ど、集中と興奮で熱気あふれる没入

体験の場を提供した。

e-Motor Sports で
新規ファン獲得の
アプローチに手応え
 「非常に可能性を感じた良いイベント

でした。参加者数や視聴者数などの

データ以上に、e-Circuit の目撃者み

んなが『素晴らしい』と反応してくれ

ました」

　「e-Circuit」の企画を推進したトヨ

タ自動車のGRマーケティング部の柳

澤俊介さんは、数ではなく、リアルモー

タースポーツを観たことのないひとも

「面白い」と言ってくれた熱量を評価

する。モータースポーツは地上波放

送があった頃に比べて新しいファン

層の獲得に苦労しているという。柳

澤さんにとってe-Motor Sportsは新

しいアプローチの可能性を試す初の

チャレンジでもあった。　

　その実現には、「グランツーリスモ

SPORT」というポリフォニー・デジ

タルのゲームの力が根底にあるとい

う上で、選手を主役に「まさにスポー

ツ！」という魅力を引き出すショー

アップしたイベント現場力に敬意を

払う。

観戦体験をアップデート
興奮レベルを増幅させる
没入空間
　「e-Circuit」では、白熱したレース

状況を空間にフィードバックし、視覚・

聴覚を刺激して、サーキットの臨場

感を味わうことのできる新しい没入

空間体験が提供された。

  モータースポーツはどこをどう楽し

めばよいのか素人目線ではわかりづ

らいこともある。「e-Circuit」では、

実況解説も選手のひととなりやレー

ス展開の理解に大きな役割を果たし

ていたが、加えて感情を揺さぶるよ

うな演出がリアクションを引き出して

いた。全体統括を担当した SIX の久

野祐揮さんは「スクリーン上に映る

レースの状況にシンクロして、盛り上

がりのタイミングがわかるようにしま

した。具体的にはスピード感やデット

ヒートシーンなどでの

興奮度合いの増幅を、

スクリーンの両サイド

の LED のバーを使っ

て表現しています」と

話す。

　 ス クリ ー ン 上 の

ビューは５種類あり、

まるでレースのテレビ中継のようなカ

メラワークで画面が切り替わる。あま

りのスムーズさに完全自動だとばかり

思っていたが実際は、半自動だ。ゲー

ム画面のビュー切替にはスイッチャー

が手動対応。10 台でレースを走れば

50 の画面を切り替える。また、LED

演出は制御システムにより自動。ただ

し、観戦者がよりのめりこめるよう盛

り上がりに応じて演出の強弱を３段階

用意し手動対応した。システムと人の

判断とのハイブリッドな舞台裏は、レー

スさながらの緊迫感だったという。

　「ずっと客層をみていましたが、グ

ランツーリスモファンの方やファミ

リー、カップル、女性二人組、真剣

にみつめる子供まで多様でした。老

若男女が同じように楽しんでいたの

で、どこに持っていっても盛り上げる

ことができる、と確信しました」（久

野さん）

　 柳 澤 さ ん も、 久 野 さ ん も、

e-Circuit での場の盛り上がりを肌感

覚で共有し、その手応えをもって、

e-Motor Sports からムーブメントを

起こし、実際のモータースポーツ、そ

してスポーツカーへと伝播する方向

性の体験設計の場づくり、ビジョンを

いくつも構想していた。
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読者Profile

大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp

FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

東京モーターフェス2018   「e-Circuit」
没入体験づくりの舞台裏

e-Circuit は、JAMA 主催、ソニー・
インタラクティブエンタテイン
メント／ポリフォニー・デジタル
共催のもと、トヨタ自動車、博報
堂・博報堂ケトル／ SIX が全体統
括、全体管理をテー・オー・ダブ
リュー、制作 / 実施管理をティー・
ツー・クリエイティブ、システム
開発や映像制作などを amana、と
いった運営体制で展開された（写
真左）。舞台裏のようす（写真上）

レース中にドライバー視点のボンネット
ビューに切り替わると、LED バーは大
きな矢印が横に流れるデザインへと連動
する。スピード感を一番感じられるポイ
ントだ

　日本 映 像 機 材レンタル 協 会

（JVRA）の総会で、ヒビノメディア

テクニカル中島義人代表取締役社長

の新会長就任が決定した。

　日本コンベンション協会（JCMA）

が セ ミ ナ ー を 実 施。Empire 

Entertainment Japan の CEO、セ

オドール・ミラー氏が、子供心を大

事にすることなど、アイデア創出の

キーワードを語った。

　イベントや展示会に付加価値の

高いイスや家具を提供するモニック

が、新カタログを制作している。ス

ポーツイベントや企業イベント等利

用シーンに合わせた提案を盛り込む。

　横浜 DeNA ベイスターズは、開

幕戦オープニングセレモニーを実施

する企画・運営会社を募集。締切は

11 月 13 日。提案書や見積りなど必

要書類を同社へ提出すること。詳細

は同社のウェブサイトまで。

JVRA 新会長に中島氏

JCMA が創造力の
セミナー

モニックが新カタログを
制作中

開幕試合の企画募集

11月のセミナー・イベント
5 日
熱狂ブランドサミット 2018

＠品川インターシティホール
8・9 日
海外ビジネス EXPO 

@ 秋葉原 UDX
8 〜 10 日
Japan IT Week 秋

＠幕張メッセ
12 〜 14 日
Gartner Symposium / ITxpo 2018

@ グランドプリンスホテル新高輪
13・14 日　
Web 担当者 Forum ミーティング
2018 秋

＠虎ノ門ヒルズフォーラム
14・15 日
宣伝会議サミット
@ ANAインターコンチネンタルホテル東京

イベンター・マーケター向け
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＜特集＞
DMO・IR〜地域を活性化するイベント


